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１．はじめに  

3%ﾆｯｹﾙ高耐候性鋼は耐塩分性を向上させた耐候性

鋼として H10 年に開発製品化（厚板・溶接材料・ﾎﾞﾙﾄ）し，

北陸新幹線北陸道架道橋 (橋脚及び上部工 )に世界で

初めて採用された．以来，本鋼材の橋梁への適用は累計

で約 30 千 ton に及んでいる． 

本橋は日本海親不知海岸より約 600ｍに位置する北

陸自動車道・青海高架橋の上を約 15 度で交差する高架

橋である(図 1)．高飛来塩分環境下において無塗装仕様を

積極的に採用した鋼複合橋梁であり，LCC(ﾗｲﾌｻｲｸﾙｺｽﾄ)低減を目的として 3%ﾆｯｹﾙ高耐候性鋼を適

用し，かつ流れさび防止のためさび安定化補助処理を施し、通気性と滞水抑制に配慮した構造が採用

されている１ )． 

本試験は，同橋に隣接した場所で小型試

験片と模擬橋梁曝露を行い，実橋に代わり詳

細な経年変化を評価するものである 2)  ．今回

は，前報告 3)に引き続き 15 年間曝露試験結

果について報告する． 

２．試験概要  

2． 1 試験概要：  

本橋橋脚の海側近傍の曝露試験場において,小型試験片

(6*50*150mm)とｺﾝｸﾘｰﾄ床版を有する 2 主鈑桁模擬橋梁試

験体による曝露試験を H13 より実施している．供試鋼材には

実炉鋼材を用い，実橋に採用された 3%ﾆｯｹﾙ高耐候性鋼と，

比較材として JIS 耐候性鋼材の各々裸仕様に加え，さび安定

化補助処理仕様について曝露している．鋼材の化学成分を

表１に示す．耐候性能を示す耐候性合金指標 v 値 4)は，3％

ﾆｯｹﾙ高耐候性鋼が 1．56，JIS 耐候性鋼は 1．01 と,いずれも

標準的な材料である． 

2． 2 腐食環境：  

曝露場所は青海川沿いの谷部で海岸から平坦な扇状

地となっており，季節風が強い冬季には海からの北風により

塩分の影響を強く受ける．H12,H17 年に飛来塩分量を測定し

た結果（側方遮蔽条件）,各々0．019,0.036mdd であった 3).  

３．調査結果  

3.1 母材小型曝露試験：  

小型試験は軒なし条件で曝露し,腐食減耗量は酸洗法によ

る初期値からの重量減から換算している .腐食減耗量の多

い水平曝露試験の 15 年間の経年変化を図 2 に示す．3%ﾆｯｹ

ﾙ高耐候性鋼の腐食減耗量は，JIS 耐候性鋼の約 2/3 程度と

  C Si Mn P S Cu Ni Cr v 値  

3％Ni 高耐候性 鋼  0．10 0． 20 0．60 0．005 0．001 0．38 3． 04 0． 02 1． 56 

ＪＩＳ耐候性 鋼  0．13 0． 45 1．01 0．015 0．005 0．33 0． 09 0． 47 1． 01 

表 1 供試材（厚板）化学成分 (wt%) 
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図 3 ｲｵﾝ透過抵抗経年変化 

図 1 北陸道架道橋建設地  
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低い値を示している．また，本橋と同様のさび安定化補助処理を

施した試験片では，外観や重量変化も認められず，15 年目まで

腐食減耗量はｾ ﾞ ﾛであった．腐食減耗量の経年変化を表す

Y=AXB の関係を用いて長期腐食減耗量を予測した結果，3%ﾆｯ

ｹﾙ高耐候性鋼の裸仕様で 0.12mm/100 年で，耐腐食性能ﾚﾍﾞ

ﾙⅠの目標 (≦0.50mm/100 年 ) 5 )を満足する長期耐食性能を有

する結果となった． 

さびの安定化度を評価するため，ｲｵﾝ透過抵抗を測定した結

果を，図 3 に示す．経年に伴い抵抗値が上昇し，さび厚と合わせ

た評価から，保護性さびの領域に達してきていることが判った． 

3.2 継手小型曝露試験：  

鋼材に合わせた専用溶接材料について,継手曝露試験を実

施している.曝露試験回収後と徐さび後の試験片の様子を図 4

に示す.腐食減耗量は酸洗後両球面ﾏｲｸﾛﾒｰﾀｰにより板厚を直

接測定した.継手境界部含め異常腐食は確認されず，腐食減耗

量についても母材と同等程度であることが確認できた(図 5)．  

3.3 模擬橋梁：  

模擬橋梁の模式図と 15 年目の外観の様子を示す(図 6). 裸

仕様の桁内面下ﾌﾗﾝｼﾞ上面のさび外観評点は 2 の要観察さび

であったが ,その他部位は 3～4 であった.また ,さび安定化補助処

理仕様部においては,ﾌﾗﾝｼﾞで外観評点 5 )5-x～y で,その他部

位は A～B でまだ退色の段階であった. 

調査時のさび安定化補助処理個所における付着塩分量を図

7 に示す.特に海側外面の付着塩分量は非常に少なく,海側から

の風雨により洗浄の効果が大きいと考えられる .山側についても

同様ではあるがその量は多めである.一方 ,桁内面の付着塩分量

は高位で ,飛来塩分量の多い地域などでは本橋で採用されたよ

うな閉断面桁形状１ )が防食的に優位であることが確認された. 

４．まとめ  

3%ﾆｯｹﾙ高耐候性鋼を実橋梁に初適用した，新潟県北陸新幹

線北陸道架道橋の橋脚付近で，15 年間の曝露試験を実施した．

小型試験軒なし条件下において,裸材ではｲｵﾝ透過抵抗値から

判断して保護性さびが形成され ,さび安定化補助処理材は，退

色程度の変化はあるがさび発生はなく，腐食減耗量もｾﾞﾛで推

移していた．溶接材料の曝露試験結果では，異常腐食もなく母

材同等程度の腐食減耗量で推移していることが確認できた． 

模擬橋梁では,構造的に桁内側の付着塩分量が高位であり,そ

の影響もあり,桁内面下ﾌﾗﾝｼﾞ上面ではさび外観 2 であった. 

ﾌﾟﾛﾊﾟｰ製造されたﾆｯｹﾙ系高耐候性鋼の最長期間実環境曝

露試験として,今後も引き続き評価継続していく予定である． 
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図 5 溶接材料と母材の腐食減耗量比較  

図 4 継手曝露試験片  

（上段： 回収まま 、下段 除さび 後）  

図 6 模擬橋梁 (写真は 15 年目）  

図 7 模擬橋梁付着塩分量  
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